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ダニ消化細胞近傍の農薬信号確認 (KT5)
•⽣体内⼩分⼦薬剤の局在分布可視化
→農作物病害⾍への殺⾍成分は
どこで作⽤しているのか？

難防除害⾍の代表格

近⾚外透過光 農薬成分のラマン信号光

F. Matsuoka et al., in preparation.

5/8

腸内細菌代謝物の測定 (KT4)
コヒーレントラマン顕微鏡を用いた腸内細菌代謝物の測定

マウス糞便上清

ラマン顕微鏡

GC/MS

糞便上清サンプル

■ ラマン顕微鏡

■ GC/MS

GCMSとコヒーレントラマン顕微鏡で同様の定量性

コヒーレントラマン顕微鏡を用いた腸内細菌代謝物の測定

マウス糞便上清

ラマン顕微鏡

GC/MS

糞便上清サンプル

■ ラマン顕微鏡

■ GC/MS

GCMSとコヒーレントラマン顕微鏡で同様の定量性

GC/MS
Raman

A B C

腸内細菌叢
有

腸内細菌叢
無

World of Photonics, Messe Munich (2023)

短鎖脂肪酸のラマン信号

GC/MSと
同程度の定量性

https://doi.org/10.7875
/togopic.2020.12

◆ポスター内容や共同研究等について問合せ： 担当者: 東京農⼯⼤学OPERA事務局／⼩⾦井地区事務部産学連携室
E-mail: tuat_opera-groups@go.tuat.ac.jp／kenkyu2@cc.tuat.ac.jp
住所: 東京都⼩⾦井市中町2-24-16
Tel: 042-388-7008
HP: https://sp.opera.tuat.ac.jp/

光融合科学から創生する
「命をつなぐ早期診断・予防技術」研究イニシアティブ

第3回JST OPERAシンポジウム

領域統括 三沢和彦

東京農工大学 命をつなぐ技術コンソーシアム
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781cm-1 : O-P-O, dG, dT, dA stronger in parallel
1326cm-1 : C2ʼ-endo/syn-dG stronger in anti-parallel
1371cm-1 : dT stronger in anti-parallel

円偏光⼆⾊性測定の結果
Unmethylated : anti-parallel
Methylated : hybrid

ラマン分光測定の結果
Unmethylated : parallel
Methylated : anti-parallel

現状では、円偏光⼆⾊性測定とラマン分光測定の結果が異なる

がん遺伝⼦メチル化によるDNA構造変化検出 (KT2)

DNA濃度：400μM
784

1325  1370

H. Kanae, et al. Biophotonics Congress: Biomedical Optics , accepted (2024)
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OMC O/Wエマルジョンの豚⽪膚上３D分布画像実験③|皮膚とOMCのXYイ䝯䞊䝆䞁䜾

透過光像 OMC(1172 cm)

200㎛

200㎛

塗布後180分の皮膚表面イ䝯䞊䝆䞁䜾

皮溝付近には毛穴が存在し、毛穴には皮脂腺がある。
OMCは皮脂に引き寄せられ、毛穴から浸透していったと考えられる。

実験③|OMCのイ䝯䞊䝆䞁䜾と深さ䝥䝻䝣ァイ䝹
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皮溝付近で測定を行った

SCemulsion Skin

• ヘアレスミニブタ凍結⽪膚
（300μmにスライス）

• OMC O/Wエマルジョン
üOMC＋グリセリン＋⽔

（＋乳化剤＋増粘剤）

⽪溝

S. Watanabe et al.,
unpublished
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⽣命科学/農学/獣医学分野のキーテクノロジー群とその⽬標
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技術・システム⾰新シナリオ

1.⽣体関連⼩分⼦の
無標識検出技術

2.エピジェネティクスセンシング

4.オプトリピドミクスと
⾷由来栄養

3.⽣体恒常性破綻で⽣じる
疾患の予測系開発

5.感染症・疾病の未来予測と
未然対策

6.がん細胞の
イメージインフォマティクス

ＫＴ毎に学会等関係者との
協⼒体制を構築

キーテクノロジー（KT）

開発技術の国際標準化
（⼀橋⼤学）

（⽬標）
① ⽇本発の⾰新的な医薬品, 医療機器, 機能性⾷品等の創出に向けた研究開発
② 領域横断的な融合分野をシステム化（＝社会システムとして定着）し、

産業構造に⼤きな変⾰をもたらす。
③ 若⼿研究者・⼤学院⽣に新たな学術的・科学技術的挑戦を奨励する

流動性の⾼い⼈材育成システムを構築

《学問的挑戦性》
光科学分野における世界最先端の技術
(＝⽣体関連⼩分⼦の無標識検出技術) を
オープンイノベーションの⾻格として、
⽣命科学分野、農学分野、獣医学分野の
キーテクノロジーと組み合わせて広範な実⽤化
を狙い、⾰新的な技術を世界に先駆けて提案。

早期診断・予防に直結する
⽣命科学分野、農学分野、
獣医学分野で設定したKTに
おいて、
企業との共同研究を推進

《産業的⾰新性》
光融合科学から創⽣する技術を国際デファクト標準化し新たな市場を創出。

7.農産物製造と品質評価法の開発
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パルスレーザーを⽤いた細菌の不活化
血小板製剤は常温で保存期間４日

混入細菌を直接に不活化すること
が望まれる

不活化
安全基準

裾引き効果
無し

Blausen.com staff (2014). "Medical gallery of Blausen Medical 2014". 
WikiJournal of Medicine 1 (2). DOI:10.15347/wjm/2014.010

M. Saiga et al., European Conferences 
on Biomedical Optics, EM1A.3 (2021)
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ウイルス感染なし ウイルス感染あり

PC1PC1

PC
2

PC
2

経時変化なし

6時間後以降
変化あり

ウイルス感染細胞の早期判別 (KT5)

ラマン測定 解析

細胞内の分⼦の情報（ラマンスペクトル）

レーザー
細胞

ウイルス感染/⾮感染
を判定

・
・

感染直後
（1時間以内）

感染後初期
（6〜48時間後）

感染初期に細胞変性効果は⾒られないため
⾒た⽬では判別できない

細胞：
豚腎株化（CPK）細胞

ウイルス：
ブタパルボウイルス
*⽣ワクチン

ラマンスペクトルの主成分分析（PCA）により
ウイルス感染後の細胞内成分変化が検出された

37℃ 5% CO2
培養チャンバー内で計測

M. Ikejiri, et al. 
14th CLEO Pacific Rim, P3_18 (2020)


